
平成23年3月11日に発生した東日本大震災とその後に発生した東京電力福島第一原子力発電所の
事故の影響で、思うように外遊びができない福島県の子どものために、放射線量の低い地域のひとつである猪苗代湖畔（志田浜）を
中心に、子どもが遊べる屋内・屋外施設を整備することで、子どもが安心して自然とふれあい、遊びやスポーツ、音楽を通じて健全な
育成が図れるよう支援することにある。
民間提案による事業がPFI事業として成立し得るかを、猪苗代町が公共施設の管理者の立場から判断するために検討した。

◆敷地概要

◆本施設の構成機能

民間提案に係る課題
・本事業実施の必要性の精査
・事業者選定の段階における民間提案の適正な評価

事業遂行上の課題
・計画地の保安林解除に向けての現実的なスケジューリング
・地元企業の参画促進
・同種施設の立地回避
・事業継続性の担保

案件概要

事業化に向けた課題・展望

【復興2次③】 被災地（福島県猪苗代町）におけるPFIを活用した
子ども育成拠点整備等事業に関する支援等業務

内閣府 民間資金等活用事業推進室

検討結果

目 的


